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 ７月４日（日），植物や昆虫を観察する小鹿公園自

然観察会「小鹿めぐり」が開催されました。主催は，

松園地区まちづくり委員会といわて森林インストラク

ター会。 

 松園地区では，平成25年に「松園地区まちづくり計

画書」が策定されて以降，小鹿公園（盛岡市三ツ割字

深沢）の有効活用のため，環境整備（グラウンドゴル

フ場の整地や草刈り，植栽等）や案内看板の設置，各

種イベント（グラウンドゴルフ大会や紙飛行機大会な

ど）が行われてきました。 

 今回の観察会は，より多くの人に小鹿公園の魅力を

知り，身近な自然とのふれあいを楽しんでもらうた

め，新たに企画されたものです。参加者は，専門家等

の助言の元，虫捕りをしたり，樹木の観察をしたり

と，初夏の小鹿公園を満喫しました。 

【松園地区】 
小鹿（おか）めぐり 

【山岸地区】 
ヤマメの稚魚放流会 

 盛岡市山岸地区福祉推進会は，６月26日

（土）に中津川橋付近の川原でヤマメ（山女

魚）の稚魚放流会を開催しました。この事業

は，盛岡市が推進している地域協働の地域づく

り事業で，山岸地区の地域づくり計画で掲げて

いる「自然が豊かなまちづくり」の一環とし

て，中津川の豊かな自然が保たれ続け，ヤマメ

の生態を学び，河川愛護の心や環境保護の心を

育む地域づくりを大切にしていきたいという願

いが込められた事業です。当日は，晴天の中，

山岸小学校１年生の児童や保護者が中心に約50

人が集まり，八幡平市の養魚場からヤマメ

2,000匹を受け取り，

子ども達の手で中津川

に放流しました。参加

者は，清流でしか育た

ないヤマメを見なが

ら，地域の豊な自然を

大切にする思いを深め

ているようでした。 

我が愛しの 岩手・盛岡・肴町  

盛岡川柳 募集中 

 市中央公民館の市民協働推進センターでは，7月

14日(水)に，新任会計担当者を対象に「地域の会計

初心者講座・基礎編」を開催しました。この事業は

「会計管理が面倒で担い手がいない」という地域活

動団体の声を聞き，地域に根付くセンターとして，

会計の悩みの解消を図る第一歩として企画されたも

のです。約40人が受講し，熱心に講師の話を聞きま

した。 

 講師から「前任者から引き継いだ方法で処理する

のも良いが，煩雑さの軽減を図るため，会計のフ

リーソフトを使うなどの方法もある」と，新任者の

不安を取り除くアドバイスがありました。また，コ

ロナ禍で行事の中止が相次ぐ中，予算管理に悩む団

体に対しては「余るならば返金する，又は徴収しな

いなどの方策は良いが，予定外の事に使用するとき

は，総会で承認を得ること」と，規約にのっとる重

要性の指導もありました。 

 この講座の決算編は令和４年２月16日(水)に予定

されています。 

地域の会計初心者講座 

 岩手大学では『地域課題解

決プログラム』と題し，学生

が地域社会の抱える様々な課

題の解決に向けて活動してい

ます。今回，コロナ禍における商店街活性化の取組み

として，肴町アーケードを会場に『盛岡川柳大会』を

開催することとしました。 

 企画者の一人である，肴町商店街振興組合青年部

（４Ｓ会）の齊藤健吾氏は「地域の方はもちろん，遠

方の方にも応募していただきたい。川柳が，アーケー

ド利用者に足を止めてもらうきっかけになれば」と

語っていました。また，大会ポスターをデザインし

た，総合科学研究科 デザイン・メディア工学コース

の細矢瑠羽さんは「人が集まり，つながるイメージで

デザインをした。マスク着用のうえ，多くの人に肴町

アーケードに足を運んでほしい」と話していました。 

 盛岡川柳実行委員会では，岩手や盛岡，肴町にまつ

わる川柳を，８月31日まで募集中。応募された川柳

は，人文社会科学部 人間文化課程の佐々木理名さ

ん，大坪小百合さん，前田夏萌さんらが書道で清書

し，木の板にレーザーで焼き付けて，肴町アーケード

内に10月15日～11月14日まで展示されます。 

【問い合わせ】盛岡川柳大会実行委員会 

 〒020-0878 盛岡市肴町6-9 肴町商店街事務局内 

 電話：019-625-1515 10：00-17：00 
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 つながる 

染拡大防止のため，距離を取りながら作業して

ほしい。また，熱中症や交通事故に十分に気を

付け，明るく，良い思い出を作りながら作業い

ただきたい。」と語っていました。 

 作業は，日戸地区側と岩洞第一発電所側の二

手に分かれて始められ，軽トラックで苗を運ぶ

人，ドリルで穴をあける人，苗を植える人，肥

料を撒く人など，役割分担をして手際よく行わ

れました。 

 植えられたマリーゴールドは，７月末から８

月にかけて見頃を迎え，日戸地区に彩りを添

え，訪れた人の目を楽しませてくれます。 

 ７月４日（日），日戸自治会による花植え作

業が行われました。当日は，日戸自治会のほ

か，岩手県企業局，玉山小学校，日戸環境保全

組織会の会員等から約120人が参加。日戸地区

から岩洞第一発電所までの約５キロメートルの

市道の両側に，マリーゴールドの苗が植えられ

ました。 

 作業前の挨拶で，中野剛自治会長は「新型コ

ロナウイルス感染症の影響で自治会活動が難し

い中，昨年度も限られた人数で作業したが，花

いっぱいコンクールの優秀賞をいただいた。今

年度の作業は多くの人に参加いただけたが，感

※地域協働かわらばん”つながるわ”は令和３年度から偶数月発行となりました。 

（ 令 和 ３ 年 ８ 月 発 行 ） 



 ６月24日付，市民協働推進事業選考委員会（早川浩之委員長）による

審査を経て，令和３年度の採択事業が決まりましたので，その概要を紹

介します。 

 協働事業及び施設等活用事業の両事業は，予算額を超える応募があ

り，審査の結果高い評価を受けた６事業が採択となりました。 

 テーマ設定型事業については，申請額が予算額を下回っ

たため，２次募集が行われています。２次募集の応募期限

は８月31日（火）まで。事業募集中の「テーマ」や様式等

については，市ＨＰ等でご確認いただくか，市民協働推進

課へお問い合わせください。 

 令和３年度 

公募型 

協働推進事業

 協働事業名 提案団体 
補
助
額 

協
働 

担
当
課 

事業概要 

1 
ピラティス体験及び

自主活動支援事業 

（一社）盛岡市

総合型地域ス

ポーツクラブ連

絡協議会 

10 

万 

円 

健
康
増
進
課 

 働き盛り世代の運動習慣定着のきっかけ作り

として，ピラティス体験会を開催し，健康増進

に向けた運動習慣化の意識向上を図ります。 

2 

地縁団体課題解決へ

の意識醸成サポート

事業～「地縁組織」

×「志縁組織」で地

域を元気に～ 

（特非）いわて

NPOフォーラム21 

48 

万 

円 

市
民
協
働 

推
進
課 

 地縁団体（町内会・自治会等）の運営を持続

可能なものとするため，ワークショップや伴走

支援を実施し，地域住民が自ら課題解決に取組

むためのノウハウを学ぶ場を提供します。 

3 多様性社会事業 

子育て支援プロ

ジェクト カタ

リBar 

13 

万 

7 

千 

円  

男
女
共
同
参
画 

推
進
室 

 カードゲームやパネルディスカッションを通

じて考える機会を提供することで，誰もが多様

性を受け入れ，差別や偏見を受けずに働くこと

ができる社会の実現を目指します。 

4 

もりおか結婚支援ボ

ランティア情報交換

会・マッチングサ

ポート 

（一社）日本結

婚支援協会 

50 

万 

円 

子
ど
も 

青
少
年
課 

 結婚を真剣に考えている男女を対象に，お見

合いによる出会いの機会を提供し，地方都市に

おける人口減少及び少子化解消の一助としま

す。 

5 

性別や性的指向，性

自認等についての冊

子作成プロジェクト 

Marble 

10 

万 

円  

男
女
共
同
参
画 

推
進
室 

 啓発冊子を作成し，SNS等を活用して広く周

知することで，性の多様性についての理解と関

心を高め，性的マイノリティに対する差別や偏

見を解消する一助とします。 

6 
山田線マンガ小冊子

制作 

いわてアートプ

ロジェクト実行

委員会 

50 

万 

円 

交
通
政
策
課 

 漫画を活用したJR山田線の紹介冊子を制作

し，広く周知を行うことで，利用する機会の少

ない若い世代の興味や関心を高め，新たな利用

客の獲得につなげます。 

テーマ設定型事業 
市が社会的・地域的な課題と考えるテーマに基づき，市民活動団体等

からの企画提案により，市民活動団体等と市が協働することで，より

高い効果が期待できる事業です。 

【広報ID 1032208】 

 協働事業名 提案団体 
補
助
額 

協
働 

担
当
課 

事業概要 

1 
松園リボーン：住民

意見集約事業 

MATSUZONO Re-

born プロジェ

クト研究会 

50 

万 

円 

都
市
計
画
課 

 令和２年３月30日に決定した国の「ハンズオ

ン支援」を受けながら，団地再生に向けたエリ

アマネジメント（ワークショップやセミナーの

開催等）を実施します。 

2 
父と子の絆プロジェ

クト 

（特非）いー

はとーぶス

ポーツクラブ 

10 

万 

円 

男
女
共
同
参
画 

推
進
室 

 父と子が体験活動を通じて親子の絆を深める

とともに，運動不足やストレスの解消を促し，

健康づくりに寄与します。また，交流を通じて

育児に参画している父親同士のネットワークを

形成することで，育児に関する情報や悩みを共

有する場を創出します。 

3 

子どもたちに夢と感

動を与え，生き方に

学ぶ「アラスカフォ

トライブ」青少年健

全育成事業 

（特非）キツ

ツキネット

ワーク岩手 

32 

万 

円  

学
校
教
育
課 

 写真家 松本 紀生 氏をお招きし，同氏の作品

紹介や人生観についての講演を実施すること

で，子どもたちの道徳心や人間性を育む契機と

し，青少年の健全育成を図ります。 

施設等活用事業 

協働事業 市が実施していない公益的な事業で，市民活動団体等と市が協働す

ることで，より高い効果が期待できる事業です。 

市民協働推進事業（まちづくり施設整備事業）で整備された施設を

活用し，施設等の利用活性化や賑わいの創出など，まちづくりに資

する事業です。 

 協働事業名 提案団体 
補
助
額 

活
用
施
設 

事業概要 

1 

相撲健康体操を通じ

運動習慣の定着を図

ることができ，健康

寿命の延伸に資する

創出事業 

南部流角力節語

り部協会 

48 

万 

円 

 年齢・性別を問わず習得可能な相撲健康体操

を普及・啓発することで，幅広い世代に対して

運動習慣の定着を図り，健康寿命の延伸を図り

ます。また，会場である「三㐂亭」の周知を進

めるとともに，利用活性化につなげます。 

三
㐂
亭
（
旧
藤
原
家
町
屋
（
三
原
家
）
）  

2 

盛岡町家三㐂亭×謎

解きゲーム リアル

＆リモート公演『マ

チヤナゾHYBRID』プ

ロジェクト 

PLELL 

50 

万 

円 

 「三㐂亭」を舞台とした謎解きゲームを制作

し，現地で行うリアルイベントと，インター

ネットで行うオンラインイベントの両サイドか

ら展開することで，施設の認知度向上と魅力の

周知を図ります。 

3 

素晴らしき音楽・ギ

ターミニコンサート

in町屋 

（特非）プロ・

ハンド岩手 

10 

万 

円  

 コンサートホールとは異なる独特の雰囲気で

音楽を感じてもらうことで，豊かな心を育む機

会を提供し，子ども達の健全育成を図ります。

また，町屋「三㐂亭」の魅力を若い世代へ伝

え，利用活性化につなげます。 


